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空
海

山
水
渉
覽

十一月
五
日(

日)
高
雄神護

寺

嵯
峨
野

大
覚
寺

嵯
峨
野  

慈
悲
、
慈
愛
の
御
寺  

◉
空
海
道
を
渉
く

あ
る

十一月
四
日(

土)

◉
阿
字
観

清
滝
川
の
せゝ
ら
ぎ…

空
海
の
住
寺
し
た「
神
護
寺
」か
ら
嵯
峨
天
皇
の「
大
覚
寺
」。

は
る
か
唐
か
ら
帰
り
、京
で
密
教
を
深
め
た
そ
の
地
。

空
海
さ
ん
の
歩
い
た
、渉
った
せゝ
ら
ぎ
の
道
。

空
海
さ
ん
の
足
跡
を
辿
り
渉
り
ま
せ
ん
か
。

武
内
孝
善
先
生
を
水
先
案
内
人
に〞

山
水
涉
覽
〞

「
ア
」の
音
は
宇
宙
の
は
じ
ま
り
の
音
で
、

そ
の「〞

ア
〞の
字
」梵
字
を
観
想
し
てお
こ
な
う
密
教
瞑
想
法
。

「
阿
字
」は
、大
宇
宙
の
根
源
、本
質
を
示
し
、

ゆ
え
に〞

わ
た
し
が
宇
宙
〞で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る…

誰
し
も
が
静
謐
な
観
音
院
本
堂
に
座
し
て
、

体
験
で
き
る
メ
ディ
テ
ーション
。

武
内
孝
善
先
生
直
々
の
優
し
い
指
導
に
よ
る…

清
滝
川

密
教
瞑
想

（
メ
ディテ
ーション
）

空
海
の
幼
名
：
佐
伯
眞
魚（
さ
え
き
・ま
お
）坐
像

二
〇
二
三
年

生
誕
一二
五
○
才
を
、二
○
二
四
年
に
む
か
え
る
空
海
。

空
海
研
究
の
第
一
人
者
、武
内
孝
善
先
生
と
過
ご
す

〞

空
海
体
験
〞の
二
日
間
。

【
神
護
寺
〜
大
覚
寺
】

【
空
海
体
験
イ
ヴェン
ト
】

『
観
音
さ
ま
の
愛
こ
と
ば
』（
い
ろ
は
出
版
）

観
音
院
住
職
　
白
石
慈
恵
尼
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
近
著

遊
山
慕
仙
詩

あ

じ

か
ん

⇒

⇒

⇒

⇒
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●

清
凉
寺

●

宝
筐
院

●

二
尊
院 ●

落
柿
舎

●

常
寂
光
寺

●

仏
野
念
仏
寺

●

嵯
峨
村
雲
別
院

●

祇
王
寺

嵯
峨
嵐
山
駅小

倉
池

嵯
峨
釈
迦
堂
前（
バ
ス
）

ト
ロ
ッ
コ

嵐
山
駅

ト
ロ
ッ
コ

嵯
峨
駅

竹林の
道

丸太町通丸太町通

JR 山陰本線

大
覚
寺

観
音
院

北
▲

©
hugel geoffrey

JR嵯峨野線（山陰本線） 嵯峨嵐山駅下車  徒歩20分
市バス／京都バス  大覚寺行き  嵯峨釈迦堂前下車  徒歩10分
JR京都駅より  約30から40分

真言宗御室派  観音院
郵便  616─8426
京都市右京区嵯峨二尊院門前往生院町5─2
電話 075─861─8550  FAX 075─862─1415
mail: in fo@kannon-in-kyoto.org
http://www.kannon-in-kyoto.org
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会
場
／
嵯
峨
野
・
観
音
院
本
堂

（
椅
子
席
あ
り
）

●
十
三
時
〜

武
内
孝
善
師
に
よ
る

「
阿
字
観
」解
説・指
導

●
十
三
時
三
〇
分
〜

十
四
時
三
〇
分

阿
字
観

﹇
休
憩
﹈

●
十
五
時
〜
十
六
時

『
帰
る
い
の
ち

―

お
大
師
さ
ま
の
生
死
観―

』

講
演
：
武
内
孝
善
師

主
催
／
観
音
院

参
加
費
／
二
〇
〇
〇
円

詳
細
は
参
加
決
定
後
お
伝
え
し
ま
す
。

十一月
五
日(

日) 

一○
時
〜
十
六
時

◉
空
海
道
を
渉
く

あ
る

十一月
四
日(

土)

十
三
時
〜
十
六
時（
十
二
時
半
入
場
）

◉
阿
字
観
密
教
瞑
想

（
メ
ディ
テ
ーション
）

「
阿
字
観
」本
尊
仏
　
梵
字

一
九
四
九
年
、愛
媛
県
伊
予
市
生
ま
れ
。「
空
海
学
会
」初
代
会
長
。高
野
山
大
学
名
誉
教
授
。空
海
研
究
所
所
長
。博
士（
密
教
学
）。

専
門
は
、日
本
密
教
史
、空
海
伝
・
初
期
真
言
宗
教
団
成
立
史
。第
三
十
二
回
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
賞
ほ
か
多
数
受
賞
。

著
書
に『
弘
法
大
師
空
海
の
研
究
』、『
空
海
伝
の
研
究
　
後
半
生
の
軌
跡
と
思
想
』（
吉
川
弘
文
館
）ほ
か
多
数
、

近
著
に
空
海
の「
般
若
心
経
秘
鍵
」研
究
を
綴
る
著
書『
天
皇
と
般
若
心
経
』（
春
秋
社
）が
あ
る
。

宇
宙
の
聖
音…

は
じ
め
の
音〈a

（
阿
）〉と
、終
わ
り
の
音〈un

（
吽
）〉。

密
教
の
観
想
法『
阿
字
観
』と
、空
海
が
書
い
た『
吽
字
義（
う
ん
じ
ぎ
）』…

印
度
か
ら
中
国
に〈un

〉が
伝
わった
と
き
、

同
音
の
漢
字
が
な
く
中
国
で
創
作
さ
れ
た
。

そ
の
字
が
、〈
吽
〉。

〈
吽
〉は
、〈nnn...

〉と
牛
が
口
を
閉
じ
て
鳴
く
そ
の
音…

ふ
たつ
合
わ
せ
て〈
阿
吽（
あ
・
う
ん
）〉な
り

神
護
寺
〜
大
覚
寺
歴
史
散
策

観音院本堂  全容 ©Text&AD: Takeda yoshifumi,  Design: Tani koushi 観音院近隣地図

﹇
空
海
博
士
﹈武
内
孝
善（
た
け
う
ち
・こ
う
ぜ
ん
）

【イヴェントご参加】
お申し込みは
QRコード、または
電話、 FAX、
メールから

大
唐
・
長
安
の
都
か
ら
嵐
の
波
濤
を
奇
跡
的
に
渉
り
、

わ
が
国
初
の
密
教
経
典
を
無
事
、積
載
し
て
帰
国
し
た
空
海…

建
設
初
期
、平
安
京
の
こ
と
だ
。
平
安
京
西
北
、現
在
の
神
護
寺
。

時
の
若
き
天
皇
、嵯
峨
天
皇
が
大
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
別
荘
を
築
い
た
。

嵯
峨
院（
大
覚
寺
）だ
。
神
護
寺
と
嵯
峨
院
・
大
覚
寺
。

そ
の
あ
い
だ
を
結
ぶ
よ
う
に
清
滝
川
の
清
冽
な
せゝ
ら
ぎ
が

い
ま
も
寸
分
か
わ
ら
ず
流
れ
て
い
る
。

み
な
ぎ
る
空
海
の
脚
足
で
は一
時
間
足
ら
ず
の
距
離
か
。

せゝ
ら
ぎ
を
魚
の
よ
う
に
渉
り
歩
い
た
姿
が
眼
に
う
か
ぶ…

﹇
一
部
﹈
神
護
寺
参
拝

●
一
○
時
、神
護
寺
山
門
前
集
合

大
師
堂
な
ど
特
別
拝
観
を
空
海
博
士
、

武
内
孝
善
先
生
の
解
説
に
よ
る

●
十
二
時
、昼
食（
弁
当
）

﹇
二
部
﹈
神
護
寺
か
ら
大
覚
寺
ま
で

●
十
二
時
三
十
分
、神
護
寺
出
発

清
滝
川
沿
い「
空
海
道
」を
涉
覽
し

嵯
峨
天
皇
の
大
覚
寺
へ

●
十
五
時
三
○
分
、大
覚
寺
参
拝

●
十
六
時
、大
覚
寺
駐
車
場
解
散

主
催
／
観
音
院

参
加
費
／
三
〇
〇
〇
円

（
特
別
拝
観
料
＋
弁
当
、茶
ほ
か
）

詳
細
は
参
加
決
定
後
お
伝
え
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
先
着
順
、定
員
次
第
〆
切


